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見積活用方式は、工事の不調対策として採用するものであり、発注者の積算価格と実勢価格に乖離が生じている場

合において、入札参加者に乖離が生じている項目の見積の提出を求め、妥当性が確認できた見積を予定価格の基と

なる積算価格に反映させる方式です

見積活用方式の手続のイメージ

見積を活用する方式（見積活用方式）の試行

入札公告

競争参加資格確認申請書・

技術提案書の提出にあわせ

て見積等を提出

技術提案書の審査・評価

競争参加資格の確認結果の

通知

予定価格の作成

入札書・内訳明細書の提出

開札

約１0日以上

10～20日程度

1０日程度

（入札手続）

申請書提出
期日と同日
（申請書受付
票発行後）

見積等の妥当性の確認

見積活用価格の採用結果

（参考資料）の交付
６日前

防衛施設強靱化推進協会との意見交換会（第４回）資料
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入札参加者発注者

見積依頼様式 見積様式

＋

入札公告時に交付する内訳デー
タのうち対象工事部分のデータ
（Excel）を添付

入札公告時（見積依頼）

依頼

見積比較・採用価格の
算定

見積活用方式のイメージ

見積作成 見積書（指定様式）

見積作成・提出

積算価格に
反映

発注者が交付した内訳書
データ（対象工事部分）に
よる見積の提出

提出

積算価格への反映

確認

提出された見積

採用を予定する協力会社
（下請・専門工事業者・製
造者）から収集する見積
直近の契約工事の契約書
類等により単価及び価格
が確認できる資料

根拠資料とは

見積価格

見積単価の妥当性の確認

見積の根拠資料等

見積根拠資料

見積を活用する方式（見積活用方式）の試行
防衛施設強靱化推進協会との意見交換会（第４回）資料



3見積を活用する方式（見積活用方式）の試行
防衛施設強靱化推進協会との意見交換会（第４回）資料

見積提出期間の設定

見積活用対象工種の設定

見積活用単価の構成

議論のポイント

事務処理要領の運用について、上記のポイントを参考に、ご意見をお聞かせください


